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平成１８年３月期の特別利益、特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 
１． 特別利益および特別損失の計上 
特別利益として、当社所有株式の一部売却により、３００百万円の売却益を計上いたし

ます。特別損失として、平成１７年１２月１２日付け勧告審決にもとづく課徴金の概算

値等の３７０百万円の損失引当金を計上いたします。 
２．平成１８年３月期通期業績予想の修正 
上記の特別損益の計上により、平成１８年２月６日付「平成１８年３月期 第３四半期

財務・業績の概況（連結）」に記載致しました平成１８年３月期（平成１７年４月１日～

平成１８年３月３１日）の通期の連結業績予想および平成１７年１１月２４日付「平成

１８年３月期個別中間財務諸表の概要」に記載致しました平成１８年３月期（平成１７

年４月１日～平成１８年３月３１日）の通期の個別業績予想につきまして、下記のとお

り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
（１）連結 

              単位 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想      （Ａ） 百万円   ２５，０００      ４９０       ２５０ 

今回修正 予想     （Ｂ） 百万円    ２５，０００    ４９０      ５０ 

増減額      （Ｂ－Ａ） 百万円     －    －    △２００ 

増       減        率     ％  －％    －％ △８０．０％ 
（２）個別 

              単位 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想      （Ａ） 百万円  １ ９，５００     ４００       ２５０ 

今回修正 予想     （Ｂ） 百万円   １ ９，５００   ４００     ５０ 

増減額      （Ｂ－Ａ） 百万円        －    －     △ ２００ 

増       減        率     ％ －％    －％ △８０．０％ 
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３．修正の理由 
課徴金については、公正取引委員会に対する販売実績に関する報告は完了していますが、

同時に課徴金対象の売上高については、種々の意見を具申しております。 
今後、公正取引委員会による報告調査および当社の意見に対する調査が行われますが、

現時点では課徴金の金額は確定していません。課徴金の金額の確定および納付は来期以降

となる見込みです。 
しかしながら、公正取引委員会に対する報告にもとづき課徴金対象の売上高を概算する

ことは可能であるため、今期に前倒処理すべく課徴金の概算値を引当計上することにいた

しました。ただし、今後の審査の結果、課徴金の確定値とは、若干異なる可能性がありま

す。 
以  上 
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